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あ る ｡ 取 り 上 げ た 物 質 は α-
(ET)2NW g(SCN)4,βL-(ET)213andK-(ET)2X
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図9 K-(ET)2CurN(CN)2]Brの超伝導状態の電子比熱,･
(a)αrの温度依存性と(b)電子比熱係数†の磁場依存性
とを示してきた[25]｡そこで､
IH-NMR緩和率を同じ磁場と配置で測定し､それを13C緩和率に換算し実測値から差
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し引くことで､準粒子による13C緩和率-の寄与を引き出すことができる｡挿入図が
lH_NMR緩和率の実測値である｡この温度依存性は滑らかなど-ク構造を示し､13C
のそれと大きく異なる｡これは､lH-NMR緩和率がボルテックスのダイナミクスによ
る磁場の揺らぎをみていることを示している｡さて､lH｣NMR緩和率を13C-NMR媛和
率に換算する際に､磁場揺らぎの周波数依存性を知る必要があり､ここに若干の議
論の余地があるが､ここではランダムな磁場揺らぎとしてBPPタイプ【26】を仮定した｡
こうして得られた緩和率の準粒子成分は図.8に白丸で示されている.低温まで温度の
3乗で変化していることが分かるOこの実験結果は､他の2グループによって独立
になされた実験でもほぼ完全に再現されている【27,28]｡以上の結果は､この物質の
超伝導がフェルミ面の線に沿ってギャップレスとなる非s波的な電子対状態､ある
いは極端に異方的な超伝導状態にあるとして理解できる｡尚､転移温度以下でナイ
トシフトの減少が観測されることから､スピンはシングレット状態にあると考えら
れる｡
私達は低温電子比熱,C,の温度依存性もこれと一致した結果を見出している【7]｡図
9(a)は､この物質の希釈冷凍温度域まで測定したデータを∽ vsrでプロットしたも
のである｡比熱の格子の寄与は重水素置換した同じ物質がある冷却条件の基で絶縁
体になることを利用して差し引い てある｡図から分かるようにC/Tに低温で温度の一
次の項が存在することが分かる｡これは､フェルミ面の線に沿ってギャップレスと
なるd波超伝導で説明でき､点線で示したs波的な振る舞いとは明らかに異なる. C/T
をOKに外挿した値 (いわゆる†項)の印加磁場(H)依存性が図9(b)に示してある｡†～
Hlnの振る舞いが観測されているが､これもフェルミ面の線に沿ってギャップレスと
なるd波超伝導に予想される振る舞い【29】に一致している｡
以上のように､有機超伝導体の電子対の対称性について依然議論があるが､私達
の実験はK-(ET)2Cu【N(CN)2]Brの超伝導が異方的な電子対状態にあることを示してい
る｡
6.結論
一連のBEDT-TTF分子に基づいた擬2次元有機伝導体における金属､非金属､及び
超伝導電子相をNMR､比熱､磁化測定を通して見てきた結果､電子相関の強さがK型
にみられる金属一非金属転移を引き起こす原動力となっていること､そして､電子相
関の強さは分子配列におけるダイマー性に関係づけられそうなことがわかってきた｡
金属一非金属転移近傍で現れる超伝導は､従来のs波的なものではない可能性が強い｡
ここで紹介した研究は､宮川和也 (分子研､現東大工)､河本充司 (お茶大理)､
中津康浩 (分子研)諸氏との共同研究である｡
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